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本⽇の流れ
１ カリキュラム・マネジメントとは？

２ どのように進めていけば良いか？

３ 実践例 総合的な学習の時間を軸としてつなぐ

４ 実践例 教科横断（科⽬横断）的につなぐ



１ カリキュラム・マネジメントとは？
ー社会に開かれた教育課程の実現を⽬指してー



カリキュラム・マネジメントとは？

「社会に開かれた教育課程」の理念の実現に向け
て、学校教育に関わる様々な取り組みを、教育課
程を中⼼に据えながら、組織的かつ計画的に実施
し、教育活動の質の向上につなげていくこと

教育課程とは、学校の教育⽬標を実現するため
に、⼦ども達に必要な教育の内容や時間を考え
た上で編成する、各学校の教育計画です。



学習指導要領では 1)

・各校におけるカリキュラム・マネジメントの確⽴

○教科等の⽬標や内容を⾒渡し、特に学習の基盤となる資質・能⼒
（⾔語能⼒、情報活⽤能⼒、問題発⾒・解決能⼒等）や現代ていな諸
課題に対応して求められる資質・能⼒の育成のためには、今⽇かとう
横断的な学習を充実する必要。また、「主体的・対話的で深い学び」
の充実には単元など数コマ程度の授業のまとまりの中で、習得・活
⽤・探究のバランスを⼯夫することが重要。
○そのため、学校全体として、教育内容や時間の適切な配分、必要な
⼈的・物的⼤勢の確保・実施状況に基づく改善などを通して、教育課
程に基づく教育活動の質を向上させ、学習の効果の最⼤化を図るカリ
キュラム・マネジメントを確⽴。



育成を⽬指す資質・能⼒

どのように社会・世界と関わり、
より良い⼈⽣を送るか

理解していること、で
きることをどう使うか

何を理解しているか、
何ができるか



２ どのように進めていけば
良いか？



カリキュラ
ム・マネジメ
ントの
３つの側⾯ 2)

• カリキュラム・デザインの側⾯
各教科の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育
⽬標を踏まえた教科横断的な視点で、その⽬標の
達成に必要な教育の内容を組織的に配列

• PDCAサイクルの側⾯
教育内容の質の向上に向けて、⼦どもたちの地域
の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る
PDCAサイクルを確⽴すること。

• 内外リソース活⽤の側⾯
教育内容と教育活動に必要な⼈的・物的資源を地
域の外部の資源も含めて活⽤しながら効果的に組
み合わせること

今⽇は、カリ
キュラム・デザ
インを中⼼にお
話します。



カリキュラム・デザイン(1)
学校や地域の実態、特⾊を考える
• 地域の「環境」は？
例）世⽥⾕区の中⼼に位置する住宅街

近隣に区役所、郷⼟博物館、美術館、
学校内の「タンチ⼭」をはじめ、⾃然豊かな地域
坂が多く、起伏に⾶んだ地形

• 地域・保護者は？・・・学校関係者評価などから⾒えてくる
例）教育熱⼼である。学校でキャリア教育がどのようになされているかわからない。（保護者）

安全指導は、地域と協⼒して実施していると感じている。（地域）
• 学校の「⼦ども」は？・・・⾏動観察、学年や学級の振り返り、Q-U、学⼒調査、その他質問紙調査
例）素直で⼤⼈の⾔うことを良く聞く。

相⼿にやってもらうことを期待するが、⾃分からは動かない消極的な⽣徒が多い。
⾃分の意⾒に⾃信がもてない。
知識は⾝についているが、思考⼒や学んだことを活⽤し説明する⼒が弱い。



カリキュラム・デザイン(2)
学校教育⽬標を達成するために、⼦どもたちに
⾝につけさせたい⼒や⽬指す⼦どもの姿を考える

例）
○A中学校の教育⽬標
「⾃ら学び 考え ⾏動する ⼈間性豊かな⼦どもの
育成」

○A中Principle（⽣徒会で定めた基準のようなもの）
１⼤切にするimportant 
２⾃分をコントロールするcontrol
３お互いを認め合うRespect 
４話し合って解決するDiscuss

地域の⼀員と
して、災害時
に適切な⾏動
を取れる⽣徒
を育てたい！

社会との関わ
りを⾃分のこ
ととして考え
られる⽣徒を
育てたい！

⾃分の考えを
もち、⾏動に
移せる⽣徒を
育てたい！



カリキュラム・デザイン(3)
• 全体計画の作成（グランドデザイン）

• 単元配列表
各教科で⾏われる１つ１つの単元が１年間
でどのように実施されるのかを俯瞰してみるこ
とができる。
⇨総合と教科、教科間（科⽬間）のつながりが

わかる
総合的な学習の時間との関連
他に同じ内容を扱っている教科はあるか？
ー教科横断(科⽬横断）的な視点でー

• 単元計画の作成

教育課程編成は、
教務主任等が中
⼼となって⾏う
が、全教員が関
わリます。

私たちは⾃分の
教科や総合しか
関わらなくて
も、⼦どもたち
は全てを学習し
ます



カリキュラム・デザイン(4)

•単元配列表を⾒て、つながりそうな単元を線で結
ぶ。
⇨テーマを決めて⾏いましょう。

テーマ（総
合的な学習
の時間）

教科１

教科２

教科３

テーマ

教科１

教科２

教科３



ここで演習です

•単元配列表（例）を使って、つながりそう
な単元を結んでみましょう。

•総合的な学習の時間は空欄になっていま
す。先⽣⽅の学校の総合や、架空の取り組
みを当てはめて考えてみましょう。



カリキュラム・デザイン(5)

•総合と教科、教科間のつながりを⾒て、動かした
⽅が学習効果が⾼くなることが予想される場合な
ど、単元を⼊れ替えすることも。

同じテーマなら学習時
期を近づけることで、
⽣徒の記憶に残りやす
くなりますね。

教科の学習時期に総
合的な学習の時間の
関連内容を配置して
もいいですね。



総合と教科、教科間（科⽬間）をつなげ
ることで・・・
•総合や教科を関連付けることで、それぞれの教科で⾝
につけた知識や体験等がつながる。
⇨構造化⇨⽣きた知識、活⽤へ

•総合と教科、教科間をつなげることは、時数の整理に
もつながる。

理科２
時間

社会２
時間

総合２
時間

合計６
時間

理科だけで取り
組むと、時数が
⾜りなくなって
しまう・・



３ 実践例 総合的な学習の
時間を軸としてつなぐ



カリキュラム・マネジメントは以前から
⾏われていた
•新採時(1999年)の移動教室前

移動教室の事前学習
を考えているんだけ
れど、理科はでどん
なことができそう？

○○⼭の植物
や、野⿃につ
いてはどうで
しょうか？

３年後・・・

2002年の移動教室では・・

移動教室で地
層や化⽯の野
外観察ができ
ないかな？

せっかくやる
なら、地層単
元を移動教室
の前後に配置
しよう



総合的な学習の時間の⽬標3)

第1 ⽬標 探究的な⾒⽅・考え⽅を働かせ，横断的・総合的な学習を⾏う
ことを通し て，よりよく課題を解決し，⾃⼰の⽣き⽅を考えていくための
資質・能⼒を 次のとおり育成することを⽬指す。

(1) 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技
能を⾝ に付け，課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさ
を理解するよ うにする。

(2)実社会や実⽣活の中から問いを⾒いだし，⾃分で課題を⽴て，情
報を 集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるよう
にする。

(3)探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを⽣
かしながら，積極的に社会に参画しようとする態度を養う。



探究的な⾒⽅・考え⽅とは？
各教科等における⾒⽅・考え⽅を総合的
に活⽤して，広範な事象を多様な⾓度か
ら俯瞰して捉え，実社会・実⽣活の課題
を探究し，⾃⼰の⽣き⽅を問い続けると
いう総合的な学習の時間の特質に応じた
⾒⽅・考え⽅を，探究的な⾒⽅・考え⽅
と呼ぶ。3)

各教科とつなげることで、
それぞれの教科ならでは
の⾒⽅・考え⽅を働かせ
ることになります。

・⽣徒⾃⾝が、様々な教科で学んだの⾒⽅・考
え⽅を働かせて課題を解決
・活動を通して⾃分⾃⾝の⽣き⽅を考えていく
ための資質・能⼒の育成につながる



例1）⽇本と世界 ⽇本⽂化−⾷物と⾃然−「発
酵⽂化〜味噌作り〜」(1) （第３学年総合・家庭科・理科）4)

• B中学校 総合的な学習の時間年間計画（抜粋）



味噌作りを通し
て、⽇本⽂化の良
さを知り、これか
らの⽣活を豊にし
ていくきっかけと
して欲しい！！

⾝近な味噌が理
科で学習する微
⽣物の働きによ
るものだと知っ
て欲しい！！

単元の⽬標
・発酵について学び、体験することで
発酵と⾷⽂化のつながりについて考
えを深める。（総合的な学習の時間）

・観察を通して、コウジカビの体のつくり
について理解する。（理科）

・実験を通してコウジカビの働きを考察す
ることで、植物、動物及び微⽣物を栄養
の⾯から相互に関連付けて理解すると共
に、⾃然界ではこれらの⽣物がつり合い
を保って⽣活していることを⾒出す。

（理科）

例1）⽇本と世界 ⽇本⽂化−⾷物と⾃然−「発
酵⽂化〜味噌作り〜」(2) （第３学年総合・家庭科・理科）4)



例）⽇本と世界 ⽇本⽂
化−⾷物と⾃然−「発酵
⽂化〜味噌作り〜」(3)
（第３学年総合・理科・家庭科）4)

単元の指
導計画



例）⽇本と世界 ⽇本⽂化
−⾷物と⾃然−「発酵⽂化
〜味噌作り〜」(4) （第３学
年総合・理科・家庭科）4)

理科「コウジカビの顕微鏡観察」

理科「コウジカビの培養」



同じでカビでも人間にとって良い効果を

もたらす発酵と、有害になる腐敗があるこ

とがわかった。カビには悪いイメージしか

なかったけれど、考えが変わるきっかけと

なった。

コウジカビは、胞子を出すことで、ど

んどん範囲が広がり、デンプンやタンパ

ク質を分解することで、お酒や味噌に利

用されることがわかった。

⽣徒の感想

例1）⽇本と世界 ⽇本⽂化−⾷物と⾃然−「発
酵⽂化〜味噌作り〜」(5) （第３学年総合・家庭科・理科）4)



例２）防災教育「地域めぐり」(1)
（第２学年総合的な学習の時間、理科、社会）

A中学校防災教育計画（抜粋）

【全２時間】
・起震⾞体験・消⽕器訓練
・煙体験・地域の⽅による講和
など

【１時間】
東⽇本⼤震
災に関連す
る道徳



単元の⽬標（⼀部抜粋）
・班⾏動を通してリーダーを中⼼に協働

して課題解決に向けて取り組もうとす
る。（総合的な学習の時間）

・地域の様⼦や防災拠点について知り、
実際に災害が起きた時の⾏動について
考えようとする。（総合的な学習の時
間）

・地域の地形を観察し、それがどのよう
な⼤地の変動により形成されたか推測
しようとする。（理科）

地域の中で、防災
拠点がどこにある
のかを知り、災害
が起きた時の⾏動
に⽣かして欲し
い！

地形を知って、
どのような災害
が起きやすいの
か、考えられる
ようになって欲
しい！

例２）防災教育「地域めぐり」(2)
（第２学年総合的な学習の時間、理科、社会）



例２）防災教育「地域めぐり」
(3)
（第２学年総合的な学習の時間、理
科、社会）

単元の
指導計画



例２）防災教育「地域めぐ
り」(4)
（第２学年総合的な学習の時間、理
科、社会）



例２）防災教育「地域め
ぐり」(5)
（第２学年総合的な学習の時間、理
科、社会）



例２）防災教育「地域めぐり」(6)
（第２学年総合的な学習の時間、理科、社会）

⽣徒のまとめ例



その他・・・

職業

学習

国語（⼿
紙の書き
⽅） 社会（コン

サルタント、
新聞記者な
ど）

数学（コン
ビニエンス
ストアな
ど）

理科（気
象会社）

⾳楽（⾃
衛隊⾳楽
隊）

美術（店
舗など）

保体（整
体師）

技家（農
業）

英語（同
時通訳）他にもまだまだ理科とつ

なげられそうです



４ 実践例 実践例 教科横
断（科⽬横断）的につなぐ



•総合的な学習の時間を軸としなくても、教科横断的な授業デザ
インは有効

・教科の中でも視点を絞ってつなげる授業が可能

気象

理科

社会

エネル
ギー

理科

技術社会



例）放射線教育
（１〜３学年 理科、社会、技術）5)6)7)

放射線への理解
段階的に

地層処分の学習へ

中⾼接続

放射線やその処
分⽅法について、
⾃分ごととして
考えることので
きる⽣徒の育成
したい！

⼤⼈でも正し
い知識を⾝に
つけて⼊る⼈
が少ない

これからの
エネルギー
はどうなる
のか？



光について
X線、ガンマ線

動物のなかま分け
X線写真

セキツイ動物、無セキツイ動物

【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説8)

・教科の中でつ
なぐ（科⽬横断
的視点で考え
る）
・⾼等学校とつ
なぐ



【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説8)

地層の重なりと過去の様⼦
⽕⼭と地震
化⽯ 年代測定
⽕成岩 マグマ
断層 しゅう曲

高レベル放射性廃棄物

高レベル放射性廃棄物
太陽系と恒星
宇宙線 核融合



【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

物質の成り⽴ち
原⼦・分⼦ 周期表

高レベル放射性廃棄物

イオン
電⼦配置



持続可能なエネルギーについての視点

学年 単元名 領域 放射線・地層処分と学習内容との関連

第１学年

いろいろな⽣物とそ
の共通点

⽣命 動物の分類（背⾻の存在を⽰すレントゲン写真）

光 エネルギー 光の⾊（γ線，電磁波）

⼤地の成り⽴ち
と変化 地球

地層と化⽯（化⽯の年代測定）
⼤地の成り⽴ちと変化（原⼦⼒発電，⾼レベル放射性廃棄物の
存在，科学的特性マップ）

第２学年
化学変化と原⼦・

分⼦
粒⼦ 原⼦・分⼦・周期表（放射性物質の存在）

電流 エネルギー 放射線の利⽤

第３学年

⽣命の連続性 ⽣命 遺伝⼦の本体（突然変異処理）
化学変化とイオ

ン 粒⼦ 電⼦配置

地球と宇宙 地球 太陽系と恒星（宇宙線，核融合）

科学技術と⼈間 エネルギー
エネルギーとエネルギー資源（放射線，原⼦⼒発電，地層処
分）

【視点】 放射
線に触れ、知る、
気づく

【視点】 学習
を振り返り、放
射線や地層処分
について⾃分の
考えをもつ

【視点】 放射
線について理解
を深める

中学校３年間の放射線・地層処分を軸とした指導計画

社会（地理、公⺠）

社会（地理） 技術



事例１ いろいろな⽣物とその共通点「動物の分類」
（第１学年）

•動物のレントゲン写真から、背⾻の有無に基づ
いて、脊椎動物と無脊椎動物に分類

⾝近な動物の外部形態の観察を⾏い，その観察記録などに基づいて
，共通点や相違点があることを⾒いだして，動物の体の基本的なつ
くりを理解すること。また，その共通点や相違点に基づいて動物が
分類できることを⾒いだして理解すること。 ３）

放射線との関連



放射線との関連



放射線との関連



事例 光「光の⾊」（第１学年）

•光に含まれるγ線、電磁波にも触れる

（光については）全反射も扱い，光の屈折では⼊射⾓と屈折⾓の
定性的な関係にも触れること。また，⽩⾊光はプリズムなどによ
っていろいろな⾊の光に分かれることにも触れること。３）

放射線との関連

光の⾊については，例えば，⾬上がりなどに虹ができることを取
り上げ，⽩⾊光はプリズムなどによっていろいろな⾊の光に分か
れることに触れる。9）

発展



放射線との関連



放射線との関連



事例３ー１ ⼤地の成り⽴ちと変化（第１学年）

•地質年代特定に放射線同位体を利⽤して
いることにも触れる

地層の様⼦やその構成物などから地層のでき⽅を考察
し，重なり⽅や広がり⽅についての規則性を⾒いだして
理解するとともに，地層とその中の化⽯を⼿掛かりとし
て過去の環境と地質年代を推定できることを理解するこ
と。３）

放射線との関連

発展



事例３ー２ ⼤地の成り⽴ちと変化（第１学年）

•単元で学習したことを活⽤し、原⼦⼒発
電等の「ゴミ処分」について考える。

・⽕⼭の形，活動の様⼦及びその噴出物を調べ，それらを地下のマグマの性
質と関連付けて理解するとともに，⽕⼭岩と深成岩の観察を⾏い，それらの
組織の違いを成因と関連付けて理解すること。
・地震の体験や記録を基に，その揺れの⼤きさや伝わり⽅の規則性に気付く
とともに，地震の原因を地球内部の働きと関連付けて理解し，地震に伴う⼟
地の変化の様⼦を理解すること。
・⾃然がもたらす恵み及び⽕⼭災害と地震災害について調べ，これらを⽕⼭
活動や地震発⽣の仕組みと関連付けて理解すること。３）

地層処分との関連

活⽤



地層処分との関連

放射線との関連





終わりに・・・
• 今回の講義は、カリキュラム・マネジメントの３つの側⾯のうち、カ
リキュラム・デザインが中⼼でした。
• 教科横断的なカリキュラム・デザインは、教員間の対話によって可能
性が広がります。
• カリキュラム・デザインが妥当かどうか、常に検証する必要がありま
す。
• そのため、評価を実施し、更なる改善につなげていきます。
• カリキュラム・マネジメントは、⼦供達がこれからの社会を⽣き抜く
ための資質・能⼒の育成するための⼿段の１つです。
• 常に⼦ども達の成⻑を中⼼に考え、そのために有効な⼿段を選択しな
がら、⽇々の授業改善につなげていきましょう！！



ご清聴ありがとうございました
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